
コンドロイチンを増加させる変異の発見と
その老化抑制効果

柴⽥ 幸政 博⼠
The Chinese Institute 

for Brain Research (CIBR)

⽇時：11⽉4⽇(⽕) 13:30-15:00 
場所：理学部 A222

問い合わせ先 ⽇⽐正彦（hibi.masahiko.s7@f.mail.nagoya-u.ac.jp）

アドバンス⽣命理学特論・GTRセミナー
Topics in Advanced Biological Science・GTR seminar

コンドロイチン糖鎖は細胞外マトリックスの構成成分であ
り、医薬品やサプリメントとしても流通しています。しか
し⽼化に対するその効果をはっきりと⽰した例はありませ
んでした。私たちは、C. elegansの遺伝学を⽤いることで、
体内のコンドロイチン量を増加させる変異を発⾒しました。
これにより体内のコンドロイチン量の増加が、寿命の延⻑
と⽼化の抑制に効果があることを明らかにすることができ
ました。セミナーではコンドロイチンが、リソソームの
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形態を介して⽼化抑制を
⾏う仕組みなど、コンド
ロイチンの下流で働く分
⼦機構も合わせて紹介し
ます。また現在所属して
いる北京の脳科学研究所
についても合わせて紹介
しますので、中国でのサ
イエンスに興味のある⽅
もお越しください。
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